


「生ごみ消え〜ろ！講習会」@エコフェスタは、満員御礼でした♪ 

 去る 3月 23日、グリーンスポーツみなまたで開催されたエ

コフェスタで、生ごみ処理器「キエーロ」の開発者、神奈川県

葉山町の松本信夫さん、恵里子さんご夫妻によるキエーロ使い

こなしのための講習会がおこなわれました。モニターや関心の

ある方など約 40 人が参加し、キエーロの仕組みや生ごみ処理

のコツに熱心に耳を傾けました。 

 人口 3万 3千人、1万4千世帯の葉山町ではキエーロが1400台普及し、生ごみの自

家処理によって可燃ごみが44%も減ったということです。 

 「キエーロでの生ごみ処理がどうもうまくいかないな」という時は、松本さん直伝の下

記のポイントを参考にして、上手に使い続けてくださいね。 

松本さん直伝！キエーロ使いこなし術！！ 

・生ごみは一度にたくさん入れず、土の中のバクテリアが食べられる 

 量を入れる。 

・深いところではあまり分解しないので、深く掘らず浅いところでよ 

 く混ぜ、土をかぶせる。（みなへら通信８号のコツを訂正します） 

・水分調整が一番のコツ。生ごみと土を混ぜた時に、ギュッと握っ 

 て土が固まるくらいの水分が適当。 

・水分が必要といっても、表面に水をかけると土の中の生ごみのにおいが上がってきてし 

 まうので、表面には必ず乾いた土をかぶせる。 

・生ごみの全量が処理できない場合は、カレー、ドレッシングなど液体やドロドロで、収 

 集に出しにくいものから入れる。 

◎うまくいかない時は1〜2週間休む勇気を持つ。生ごみを入れず、混ぜるだけにする。 

 

キエーロモニターさんに聞きました① ～仁王木地区のモニターの皆さん～ 

「キエーロは、臭いや虫もなく、衛生的なのがとてもいいです^^」  

 これまでに生ごみ処理機をいくつか使用していまし

たが、虫や臭いがあり、処理が大変でした。そんなな

か、知人からキエーロを紹介してもらい、仁王木地区

の５世帯でそれぞれ使っています。キエーロは他の生

ごみ処理機と比べて、臭いや虫もなく、衛生的なのが

とてもいいです。幼稚園の送迎など、顔をあわせたと

きにキエーロの話をしたりしています。これからも使

っていきたいと思っています。 
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